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放射線取扱主任者定期講習・放射線業務従事者等 

教育訓練に関するアンケート調査報告 
 

 

公益社団法人日本アイソトープ協会 

（平成28年度放射線対策委託（放射線取扱主任者等における資質向上に関する調査）事業事務局） 

 

113-8941 東京都文京区本駒込 2-28-45 

 

 

 

１．概 要 

 

 日本アイソトープ協会は、原子力規制庁より平成 28年度放射線対策委託費（放射線取扱

主任者等における資質向上に関する調査）事業を受託し、放射線取扱主任者の資質の向上

を図るための講習（定期講習）及び業務従事者等への教育及び訓練（教育訓練）に関する

調査を実施し委託調査報告書を取りまとめた。 

 同事業の一環として、現行の制度に対する受講状況や問題点などの調査のために平成 28

年 11 月から 12 月にかけて実施したアンケート結果について報告する。なお、本調査報告

は、アンケート内容及び結果をホームページ掲載のために再編集したものである。 

 アンケート調査にご協力いただいた皆様にこの場を借りて深く感謝申し上げます。 

 

 

 

２．アンケート方法と回答数 

 

 定期講習と教育訓練の問題点を整理するためにアンケート調査を実施し、放射線取扱主

任者、放射線業務従事者等から定期講習や教育訓練の制度に対するご意見を収集した。調

査方法を次表に示す。 

調査時期 調査対象 方法 回答数 

平成 28 年 

11 月 10 日～11月 11 日 

日本アイソトープ協会 

放射線安全取扱部会年次大会来場者 

紙調査票 

配布 

 64 

平成 28 年 

11 月 30 日～12月 2日 

日本放射線安全管理学会 

学術大会来場者 

紙調査票 

配布 

  9 

平成 28 年 

11 月 29 日～12月 9日 

・日本アイソトープ協会主任者講習受講者 

(平成 26年 12 月～平成 28 年 7月分) 

ウェブ調査

フォーム

289 
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・日本アイソトープ協会定期講習申込者 

 (平成 25年 1月～平成 28 年 11 月分) 

・日本アイソトープ協会会員向けメール 

 マガジン購読者 

 (平成 28年 11 月 29 日時点) 

入力 

 

 

 

３．アンケート調査項目 

 

 以下の内容についてアンケート調査を行った。 

（１）所属事業所の職務(複数選択可) 

（２）所属事業所の放射線源等の利用に関する質問 

（３）放射線管理をされている方に対しての質問 

 ① 放射線管理において、苦労している（した）こと(複数選択可) 

 ② 放射線管理で苦労している（した）内容 

 ③ 放射線管理等に関する情報入手先 

（４）定期講習に関する質問 

 ① 直近に受講した定期講習の有用度 

 ② 定期講習の改善について(複数選択可) 

 ③ 定期講習の現状の受講期限の改善について 

（５）教育及び訓練に関する質問 

 ① 昨年度の新規教育と再教育の実施状況 

 ② 実施形態 (複数選択可) 

 ③ 再教育の講習内容 

 ④ 実施において、苦労している（した）こと(複数選択可) 

 ⑤ 教育訓練の改善に望むこと(複数選択可) 

（６）新たに規制される防護措置に関する 認知度 

 

 

 

 

 



（１）所属事業所の職務等

（２）所属事業所の放射線源等の利用に関する質問

４．調査結果

293 

112 

138 

7 

放射線取扱主任者 

放射線管理実務担当 

放射線業務従事者 

それ以外 

＜回答者の職務（複数回答）＞ 
11% 

4% 

8% 

19% 

28% 

30% 

＜放射線取扱主任者の選任期間＞ 

1年未満 

1年 

2年 

3～5年 

6～10年 

11年以上 

104 

100 

61 

123 

12 

33 

教育 

医療 

産業 

研究開発 

販売・賃貸・廃棄 

その他 

＜事業分野（複数回答）＞ 

69 

73 

117 

110 

129 

19 

11 

1 

密封 

非密封 

発生装置 

密封 

非密封 

届出使用者 

届出販売業者 

届出賃貸業者 

＜事業形態（複数回答）＞ 

特定許可使用者者 

許可使用者 

23% 

26% 
11% 

40% 

＜放射線業務従事者数＞ 

10人未満 

10～29人 

30～49人 

50人以上 

13% 

28% 

23% 

36% 

＜安全管理業務従事者数＞ 

1人 

2人 

3人 

4人以上 
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（３）放射線管理をされている方に対しての質問

　② 放射線管理で苦労している（した）内容（一部）

1<ハード面の運営体制>

・維持管理の予算が足りない。

・血液照射用セシウム線源を廃棄したいが予算が付かず話が進まない。

・施設設備および測定器が老朽化しているが、更新予算がでない。

2<ソフト面の運営体制>

・管理室の人数が少なく、手が回らないことがある。

・主任者・管理者と事務部門の緊急時の連携に苦労している。

・記録・記帳を一人で行っているので、抜けがないか心配である。

・RIの法的な管理に詳しい人とそうではない人の差が激しく、特定の担当者任せになっている。

3<従事者の理解不足>

・業務従事者（時に職位が上の者）の要望に無理難題がある。

・法的な位置づけを理解しないまま、現場の勝手な判断をされる。

・法令の理解をうながすための言葉の選択。

・業務従事者に対する安全の意識付け。

4<教育訓練>

・対象者・RI取扱業務内容が固定化していて、実効ある教育が難しい。

・毎年の再教育のネタに行き詰まっている。

・教育訓練の対象者が多数、大半は訓練を真剣に受けていない。

・数ヶ月しか放射線治療業務に携わらないローテーターに対する教育訓練(初めて管理区域に

　立ち入る場合の6時間の時間数が本当に必要か？)

5<主任者業務，行政手続きや法令整備への不満>

・法律の定義等の開示が不十分。

・許可変更申請、軽微変更届けで、受理されるまでの期間が長く、毎回あせる。

・施設のドアが腐食したことがあり、修理の予算がなかなかおりなかった。

・測定器の校正に多くの時間と金がかかる。

・管理下にない放射性同位元素の調査において、調査がなかなか進まなかった。

・震度4以上の地震発生時に、連絡の方法が分からなかった。

③ 放射線管理等に関する情報入手先 

122 

167 

190 

177 

74 

60 

RI等の現場の安全管理 

RI等の法的な管理 

施設・測定器等維持管理 

従事者の教育訓練 

異常時の措置 

従事者とのコミュニケーション 

① 放射線管理に関して苦労している（した）こと（複数回答） 
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（４）定期講習に関する質問

　①-1 直近に受講した定期講習の有用度

　①-2 選任年数による定期講習有用度の変化

158 

82 

154 

51 

68 

154 

44 

安全取扱部会年次大会 

【日本アイソトープ協会】 

その他学会等の学術大会 

 
放射線安全管理講習会 

【原子力安全技術センター】 

放射線安全管理研修会 

【放射線障害防止協議会】 

大学等放射線安全管理研修会 

【大学等放射線施設協議会】 

原子力規制委員会等のHP 

特になし 

③ 放射線管理等に関する情報入手先 

72% 

3% 

25% 

＜法律＞ 

68% 

5% 

27% 

＜安全取扱＞ 

71% 

5% 

24% 

＜安全管理＞ 

77% 

5% 

18% 

＜事故事例＞ 

0% 25% 50% 75% 100% 

1年未満 

1年 

2年 

3～5年 

6～10年 

11年以上 

1年未満 

1年 

2年 

3～5年 

6～10年 

11年以上 

＜法 律＞ 

＜安全取扱＞ 

役に立った  役に立たない  すでに知っていた 

5



　　＜その他の回答（一部）＞

1<免除規定>

・学会等で十分情報を得ている場合は免除してほしい。定期講習受講前にすでに情報を得ている。

　（例えば定期講習の講師を担当した場合、各種研修会を受講した場合等）

・定期講習の仕組みは必要と思うが、日常的に最新の管理動向等の情報収集に努めている主任者と、

そうでない主任者で、時間数か受講頻度に差をつけられる仕組みの導入を希望します。

2<受講期間>

・3年毎の受講だが、前後の猶予期間を設けてほしい。運転免許でも猶予がある。

・受講期限を年度区切りにしてもらいたい。リスクレベルに合った規制の実施を望む。

3<内容-既存内容の発展>

・内容は、管理に直結するような実用的なものを中心にするほうがよいかと思います。

・業務従事者への教育方法、立ち入り検査の対応法など。

・他の事業所の管理方法など。

・工業用X線発生装置の取扱い方法の例なども多少は入れて欲しい。

0% 25% 50% 75% 100% 

1年未満 
1年 
2年 

3～5年 
6～10年 
11年以上 

1年未満 

1年 

2年 

3～5年 

6～10年 

11年以上 

196 

130 

135 

70 

24 

113 

104 

105 

行政の動向の詳細を知りたい 

安全取扱・安全管理の詳細を知りたい 

事故事例の詳細を知りたい 

測定器の取扱等の実習 

討論・ワークショップ形式 

アクシデントを想定した机上訓練 

業務に合った課目を選択可能 

２回目以降の受講は課目・時間数変更 

② 定期講習の改善について（複数回答） 

＜事故事例＞ 

＜安全管理＞ 

役に立った  役に立たない  すでに知っていた 
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4<内容-運営方法>

・実際、管理実務に携わっている内容の更新であればいいと思う。現在は名ばかりの主任者用。

・定期講習の際、放射線測定器を用いた実習があると、管理に役立つと思います。

・主任者の経験、管理している施設に応じてワークショップのレベル設定をしてもよいと思う。

・定期講習については、監査時の指摘事項や管理の具体例を示していただくと参考になる。

（５）教育及び訓練に関する質問

　① 昨年度の新規教育と再教育の実施状況

42% 

16% 

42% 

③ 定期講習の現状の受講期限に改善について 

現状でよい 

期限の前後1カ月 

年度単位 

49% 

16% 

27% 

8% 

＜再教育の実施回数＞ 

1回 

2回 

それ以上 

実施なし 

22% 

35% 

36% 

7% 

＜再教育の参加人数＞ 

10人未満 

10～49人 

50人以上 

実施なし 

42% 

14% 

31% 

13% 

＜新規教育の実施回数＞ 

45% 

24% 

19% 

12% 

＜新規教育の参加人数＞ 
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　③ 再教育の講習内容（一部）

1<他の講習会資料や外部講師の利用>

・協会が開催する教育訓練講習会への参加及び自社予防規程の教育の組み合わせ。

・購入した新しい教育訓練用DVDを検証してもらい、新規教育への利用方法の検討をしてもらう。

・定期講習の資料を用いて説明する。

2<新規教育と共通>

・新規教育と再教育で、全部又は一部を同じ内容で実施する。

・新規教育と再教育を区別していない。

3<法定項目の一部を実施>

・法令の項目（いずれか）と管理室からの連絡、トピックスなどを入れている。

・法令に定められた項目のうち、昨年からの変更した点を講義する。

・予防規程や所内手続き、施設管理状況等の実務面の連絡

・予防規程の変更の有無と変更点があればその解説

・特に注意すべき事項の事例紹介、運用上の変更点など実務的側面が主

・法令やその改正点、時事トピックス、事故事例

・法令や事業所の最新の状況

・安全取扱、人体への影響、研究利用でのトピックス

・最近の事故事例・内部被ばくと食品の基準値の考え方

・人体への影響および医療現場における関連法令に関する内容

・放射線被ばくの種類と個人被ばく線量の意味　

・RIの安全取扱い、測定機器の取扱い、法令

56 

48 

46 

67 

人体影響 

安全取扱 

法令 

事故事例 

＜外部の講師に講義を依頼している事業所数＞ 

8% 

39% 

29% 

12% 

6% 
6% 

＜再教育の時間数＞ 

～30分 

～1時間 

～2時間 

～3時間 

～6時間 

共同開催 

295 
105 

117 

12 

60 

39 

48 

30 

自社開催/講義 

自社開催/テキスト 

自社開催/ビデオ 

自社開催/e-ラーニング 

自社開催/実技 

自社開催/OJT 

外部講師招聘による自社開催 

外部講習 

② 教育訓練の実施形態 
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・放射線・RIの安全取扱い、予防規程、実験テクニック、ヒヤリハット・事故例等の紹介

・一年を通じて主任者として気づいた点を中心に注意事項の説明と復習その他必要事項

・放射線の性質、個人線量計のつけ方などの基礎

・最近あった放射線障害防止法関連の出来事と装置の取扱いの復習

4<その他の実施方法>

・予防規程読み込み、安全取扱い（テキスト講義）、人体に対する影響（DVD）

・再教育時に行う問題とその問題に対する解説を行っている

・法定課目の他、規制委員会に載った過去一年間の事故トラブルについてや、事業所内の一年間の

　汚染検査状況の確認及びミニ試験

5<開催形式，実施方法に関する意見>

・安価で入手できるDVDを利用できると助かる。法令以外に取扱、生物関係もあって欲しいものです。

　少人数職場では主任者以外にも諸処の職務があり、時間を割くのが難しい。

・施設や管理区域への立入り状況はさまざま（頻度、RI取扱の有無・・・）であり、教育訓練（再

　教育）の頻度･項目は各施設で従事者･立入り者にあわせて判断するものと思う。

・「1年を超えない」では無く、1年に1回等の幅を持たせてもらいたい。

51 

90 

142 

196 

22 

講師確保 

新規教育に用いる教材 

年間複数回開催すること 

再教育の形骸化防止 

その他 

④ 教育訓練の実施において苦労している（した）こと（複数回答） 

184 

34 

160 

11 

使用形態による項目・ 

 時間数の選択制度 

管理区域内でRIを使用した 

               実習 

再教育の項目や時間数を 

 事業所に任せてほしい 

その他 

⑤ 教育訓練の改善に望むこと（複数回答） 
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（６）新たに規制される防護措置に関する認知度

以上

20% 

44% 

36% 

＜防護措置の内容＞ 

16% 

39% 

45% 

＜Ｄ値＞ 

19% 

39% 

42% 

＜対象の放射線同位元素＞ 

9% 

45% 

46% 

＜輸送における防護措置＞ 

19% 

35% 

46% 

＜防護管理者の選任＞ 

知っている 少し知っている 知らない 

12% 

34% 54% 

＜防護管理規程の策定＞ 

10


